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令和６年度一般会計補正予算を可決令和６年度 般会計補正予算を可決補正予算を
意見交換会「市民と議会のわがまちトーク」を開催
延べ98人の市民が参加

委
９

意見交換会「市民と議会のわがまちトーク」を開催
べ98人の市民が参加べ98人の市民が参加

意見交
延べ延べ
「再審法改正に向けた速やかな議論を求める
意見書」を可決

（桜と野鳥）

若浦中学校
（令和6年2月5日月撮影）

次代へ
受け継ぐ
地域の宝

（みなと舞鶴ちゃった花火大会2024）（みなと舞鶴ちゃった花火大会2024）

（みなと舞鶴ちゃった花火大会2024）（みなと舞鶴ちゃった花火大会2024）



産業建設委員会 テーマ 有害鳥獣対策について
～捕獲と処理～

25人（有害鳥獣捕獲班員、認定農業者、ジビエ事業者、  有害鳥獣の対策を講じている方、公募の方々）参加者

◆ 捕獲体制を維持していくために、猟友会員、有害鳥獣捕獲班
員を育成することや、捕獲報償費を増額することが必要。

◆ 捕獲した有害鳥獣を有効活用する意味で、加工施設の設置や
食用、ペットフード用等の販路開拓などが必要。

◆ 埋設処理やジビエとしての活用にも限界があるため、
一般ごみと同じように焼却するなど、多角的な処理の
検討が必要。

主な意見主な意見

「市民と議会のわがまちトーク」は、各常任委員会が設定したテーマに沿って、
市民の皆さまと議員が舞鶴の課題や展望について、一緒に考える意見交換会をワーク
ショップ形式で行うものです。
　皆さまからいただいた貴重なご意見は、各委員会における調査や議論を踏まえて、
市への政策提言につなげてまいります。

「市民と議会のわがまちトーク」は、各常任委員会が設定したテーマに沿って、
市民の皆さまと議員が舞鶴の課題や展望について、一緒に考える意見交換会をワーク

「市民と議会のわがまちトーク」を開催しました「市民と議会のわがまちトーク」を開催しました

4月20日土 午前 有害鳥獣対策について～捕獲と処理～ 産業建設委員会

4月20日土 午後 地域防災力の向上について 総務消防委員会

4月21日日 午前 「こどもまんなか」を広げよう～ワークショップで考えるこどもの居場所づくり～ 市民文教委員会

4月21日日 午後 地域の福祉を支える人材確保について～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるために～ 福祉健康委員会

総務消防委員会 テーマ 地域防災力の向上について

22人（自主防災組織関係者、消防団関係者、  自治会関係者、民生委員等、公募の方々）参加者

◆ 自治会で自主防災の取り組みが進んでいないのが現状。ヘル
メットを購入したが公民館に並んでいるだけで、どのように
利用するかは決まっていない。

◆ 高齢者をいかに避難誘導できるかが課題。大災害を経
験していないので、高齢者への対応が難しい。

◆ 役員の担い手不足など自治会の抱える問題もあるので、
防災活動を始めるきっかけをつくるためにも行政が財
政負担も含めて主導していく必要がある。

主な意見主な意見
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※「市民と議会のわがまちトーク」の内容は、委員会別に報告書を作成し、ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

参加者へのアンケートの結果参加者へのアンケートの結果

市民文教委員会
（子どもの居場所づくりに興味を持っておられる方、
子ども食堂関係者、保護者、放課後児童クラブ関係者、
学習支援員、公募の方々）

◆ 家族と地域の姿が変化し、子どもの数が減ったことによる親
同士や大人の交流も少なくなってきていることから、子ども
たちのみへの対応ではなく、大人（親世代）を含めた複合的な
観点から事業（居場所づくり）を展開していくことが必要。

◆ 学力向上が図れる学習支援や大人とともに訪れやすい
「子ども食堂」の拡充と支援が必要。

◆ 居場所づくりとして、空き家の無料提供や各地域に存在
する集会所や公民館を開放し、活用することも必要。

主な意見主な意見

福祉健康委員会 テーマ 地域の福祉を支える人材確保について
～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるために～

25人参加者

テーマ 「こどもまんなか」を広げよう
～ワークショップで考えるこどもの居場所づくり～

26人参加者

◆ 地域コミュニティの希薄化や、地域のリーダー等の成り手不足、
負担の増加が大きな課題となっている。

◆ NPOや地域を回る企業人材等の活用と併せ、専門家の配置が
必要ではないか。

◆ 福祉人材の確保・負担軽減に向け、研修等による地域
住民の意識の醸成や福祉人材の補佐を行う人材の養成
が必要ではないか。

主な意見主な意見

　ご参加いただいた方の年代は、10代から80
代まで幅広く、様々な年齢層の方々からご意見
をいただくことができました。
　今回の「市民と議会のわがまちトーク」につい
ては、90％の方から「良かった」と評価してい
ただきました。
　一方で、各グループでの進め方や意見交換の
テーマ設定などに対するご意見もいただいてい
ますので、今後も、よりよい意見交換ができる
ように改善してまいります。

市民と議会のわがまちトークにご参加いただいた皆さまにアンケートをお願いし、回答をいただき
ました。ご協力ありがとうございました。

参加者の年代 意見交換の評価
10代
4%
10代
4% 20代

1%
20代
1%
30代
6%
30代
6%

40代
18%
40代
18%

50代
20%
50代
20%

60代
21%
60代
21%

70代
26%
70代
26%

80代
4%
80代
4% 回答なし

8%
回答なし
8%

良かった
90%
良かった
90%

良くなかった
2%

良くなかった
2%

（社会福祉協議会・地域包括支援センターの職員、
YMCA国際福祉専門学校・日星高等学校看護科の学生、
介護経験者、地域福祉関係者、公募等の方々）
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私
立
認
定
こ
ど
も
園
等
施
設

整
備
事
業
費
補
助
金

し6月定定例例会会のああららままし6月定例会のあらまし月定例会 あらましししししし6666666月月月月月月定定定定定定例例例例例例会会会会会会ののののののああああああららららららまままままましししししし6月定例会のあらまし
●令和6年度に所得税・住民税の定額減税が実施される中、一定の所得に満たず減税しきれ
ない人に対し給付金を支給する「定額減税補足給付金給付事業費」など、総額9億
4750万円の令和6年度一般会計補正予算（第1号）を可決

●待機児童ゼロを確保する「私立認定こども園等施設整備事業費補助金」や65歳以上の高
齢者等の希望者に対して新型コロナウイルスワクチン接種を実施する「予防接種事業費」
など、総額2億1983万円の令和6年度一般会計補正予算（第2号）を可決
なお、予算決算委員会での「指導検査事務経費」の審査において、舞鶴市専門委員設置規
則に定める定数の上限である5人の専門委員の体制とする予算の組み替え動議が賛成多
数で可決された。その後、執行機関から、動議の趣旨に応じて予算額は原案のままで、
専門委員を2人から5人に訂正する意向が示されたので、原案について審査を行い、可決

●小学校の児童の歯科医療に係る一部負担金に関する特例措置を廃止する「舞鶴市国民健康
保険条例の一部を改正する条例制定について」は、否決

●令和6年度に所得税・住民税の定額減税が実施される中、一定の所得に満たず減税しきれ
ない人に対し給付金を支給する「定額減税補足給付金給付事業費」など、総額9億
4750万円の令和6年度一般会計補正予算（第1号）を可決

●待機児童ゼロを確保する「私立認定こども園等施設整備事業費補助金」や65歳以上の高
齢者等の希望者に対して新型コロナウイルスワクチン接種を実施する「予防接種事業費」
など、総額2億1983万円の令和6年度一般会計補正予算（第2号）を可決
なお、予算決算委員会での「指導検査事務経費」の審査において、舞鶴市専門委員設置規
則に定める定数の上限である5人の専門委員の体制とする予算の組み替え動議が賛成多
数で可決された。その後、執行機関から、動議の趣旨に応じて予算額は原案のままで、
専門委員を2人から5人に訂正する意向が示されたので、原案について審査を行い、可決

●小学校の児童の歯科医療に係る一部負担金に関する特例措置を廃止する「舞鶴市国民健康
保険条例の一部を改正する条例制定について」は、否決

　令和6年舞鶴市議会６月定例会は、6月3日から7月2日までの30日間開催されました。
　6月定例会に市長から提案された議案は、令和6年度一般会計補正予算のほか、条例制定など
16議案を審議した結果、15件を原案どおり可決・承認・同意、残りの1件については否決と決し
ました。加えて、議会提出議案の条例改正2件、特別委員会の設置1件を可決するとともに、
2件の意見書のうち1件を否決し、「再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書」を可決
しました。
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掘
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算
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員
会
分
科
会
で
行
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れ
ま

し
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な
お
、
５
、６
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ー
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の
議
案
質
疑
は
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６
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日
の

本
会
議
で
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れ
た
内
容
で
す
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６
月
25
日
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予
算
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算
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会
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い
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踏
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２
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執
行
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関
か
ら
示
さ
れ
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し
た
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費
用
に
つ
い
て
、
全
額
現

物
給
付
す
る
補
助
事
業
を

廃
止
す
る
も
の
。
本
条
例

施
行
日
以
降
の
虫
歯
治
療

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
制
度
を
活

用
し
、１
カ
月
１
医
療
機
関

に
つ
き
２
０
０
円
と
な
る
。
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鶴
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困
っ
て
い
る
方
々
に
対

す
る
子
ど
も
へ
の
支
援
と

受
け
止
め
て
い
る
が
、
市

の
考
え
は

Ａ　
本
事
業
は
低
所
得
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
で
は

な
く
、
保
険
給
付
を
抑
制

す
る
た
め
に
実
施
し
て
き

た
も
の
。
虫
歯
予
防
の
対

策
を
長
年
実
施
し
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
虫
歯
保
有

率
も
減
少
し
、
一
定
、
当

初
の
目
的
を
達
成
し
た
と

考
え
て
い
る
。
本
事
業
は

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
小
学
生
の
永
久
歯
の
み

を
対
象
と
し
て
お
り
、
他

の
保
険
に
加
入
す
る
小
学

生
に
は
同
等
の
補
助
が
な

い
こ
と
、
ま
た
、
本
年
９

月
以
降
、
18
歳
ま
で
１
カ

　

工
事
の
進
捗
を
図
る
た

め
、
照
明
施
設
、
地
盤
改

良
、
そ
の
他
既
存
舗
装
の

取
り
壊
し
・
処
分
な
ど
を

追
加
す
る
も
の
。

Ｑ

経
費
の
内
訳
は

Ａ　
照
明
施
設
が
１
６
０

０
万
円
、
地
盤
改
良
が
１

９
９
０
万
円
、
そ
の
他
の

経
費
が
１
５
１
０
万
円
で
、

合
計
５
１
０
０
万
円
の
増

額
と
な
る
。

月
１
医
療
機
関
に
つ
き
２

０
０
円
で
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
廃
止
を
提
案
し

た
。工

事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て（
西
舞
鶴
駅
西
口

駅
前
広
場
整
備
工
事
）

産
業
建
設
委
員
会

　

昭
和
59
年
建
設
の
西
消

防
署
に
つ
い
て
、
昭
和
57

年
建
設
の
東
消
防
署
中
出

張
所
の
閉
鎖
を
含
め
た
庁

舎
再
編
計
画
に
伴
う
移

転
・
新
築
工
事
に
係
る
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

(

舞
鶴
市
西
消
防
署
庁
舎

新
築
工
事)

総
務
消
防
委
員
会

質
問　

静
渓
ポ
ン
プ
場

の
検
証
は
最
大
の
力
を
集

め
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

５
人
選
任
で
き
る
専
門
委

員
を
３
人
と
し
た
が
、
１

人
減
り
３
分
の
１
が
減
る

こ
と
で
、
行
政
の
専
門
は

０
人
と
な
る
。「
こ
れ
で

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
審

議
を
進
め
る
に
は
無
理
が

あ
る
。
や
め
ろ
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
い
っ

た
ん
取
り
下
げ
し
っ
か
り

と
形
の
あ
る
も
の
を
つ

く
っ
て
提
出
す
べ
き
で
は
。

答
弁

今
回
の
検
証
に

つ
い
て
は
、
こ
の
体
制
で

目
的
を
十
分
に
達
成
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
審
議
い
た
だ
い
た

後
、
な
る
べ
く
早
急
に
検

証
に
入
り
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

こ
の
形
で
審
議
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

静
渓
ポ
ン
プ

検
証
体
制
再
考
を

体
制
は
十
分

再
考
は
し
な
い

QA

川
口
孝
文

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

質
問

35
万
円
の
予
算

の
ほ
と
ん
ど
が
委
嘱
す
る

専
門
委
員
へ
の
旅
費
と
謝

礼
だ
と
思
う
。
検
証
委
員

会
の
結
果
は
、
い
つ
頃
を

目
途
に
ま
と
め
を
行
う
の

か
。
さ
ら
に
、
市
民
へ
の

公
表
の
仕
方
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
検
証
委
員
会
の
検

証
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な

扱
い
に
さ
れ
る
の
か
、
本

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

補
正
予
算
の
審

議
後
、
す
ぐ
に
検
証
委
員

会
を
開
催
し
、
11
月
頃
を

目
途
に
検
証
結
果
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
会

議
は
オ
ー
プ
ン
な
場
で
検

証
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市

民
と
議
会
へ
も
公
表
す
る
。

今
後
、
検
証
結
果
を
市
と

し
て
ど
う
生
か
し
て
い
く

べ
き
か
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
に
し
て
い
る
。

検
証
結
果
の
公
表

予
定
は

11
月
頃
を
目
途
に

公
表
予
定

QA

小
西
洋
一

日
本
共
産
党
議
員
団

質
問　

専
門
委
員
を
３

人
か
ら
２
人
に
、
１
人
は

行
政
機
関
の
参
画
と
す
る

が
、
検
証
す
る
調
査
機
能

の
低
下
や
変
化
が
生
じ
な

い
か
。
お
願
い
し
て
い
る

京
都
府
は
専
門
委
員
と
同

じ
調
査
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
け
る
の
か
。
ま
た
、

市
と
し
て
調
査
が
変
わ
ら

ず
移
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
議
会
に
対
し

て
明
ら
か
に
し
、
約
束
さ

れ
る
の
か
を
問
う
。

答
弁

行
政
機
関
と
し

て
同
等
の
立
場
で
あ
り
、

検
証
に
当
た
っ
て
は
課
題

や
原
因
を
共
有
し
、
当
事

者
で
な
い
視
点
で
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
証
を

進
め
、
検
証
機
能
に
変
化

が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

議
会
へ
の
対
応
は
、
段
階

に
応
じ
て
適
宜
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

調
査
機
能
に
変
化
は

な
い
か

変
化
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い

QA

松
田
弘
幸

公
明
党
議
員
団

質
問　

今
回
の
契
約
解

除
は
本
市
政
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
重
い

観
点
か
ら
も
、
最
低
で
も

３
人
の
専
門
委
員
の
方
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
今

回
の
事
案
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
検
証
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

当
初
３
人
の
専

門
委
員
を
考
え
て
い
た
が
、

法
的
・
社
会
通
念
的
な
観

点
、
土
木
技
術
的
な
観
点

に
つ
い
て
は
専
門
委
員
を

２
人
、
行
政
機
関
に
専
門

委
員
と
し
て
参
画
い
た
だ

く
の
は
適
当
で
な
い
と
の

判
断
か
ら
、
京
都
府
に
は

別
の
形
で
参
画
い
た
だ
き
、

こ
の
３
人
で
の
検
証
に
問

題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

検
証
体
制
に

問
題
な
い
か

府
を
加
え
た
３
人
で

問
題
な
い

QA

尾
関
善
之

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

5 まいづる市議会だよりNo.191

費
用
に

物
給
付

廃
止
す

施
行
日

に
つ

援
医
療

用
し
、

に
つ
き

Ｑ

本

者
は
何

Ａ

令

舞
鶴
市

常任委員会の審査報告
議案質疑

本会議において付託された議案は、福祉健康委員会1件、市民文教委員会2件、産業建設委員会3件、
総務消防委員会4件、予算決算委員会4件であり、それぞれの委員会で審査しました。

第47号議案「令和6年度舞鶴市一般会計補正予算（第2号）」のうち、指導検査事務経費に係る訂正を受けて、
6月17日の本会議において議案質疑を行いました。



質
問　

こ
れ
ま
で
産
業

建
設
委
員
会
で
設
置
に
向

け
て
説
明
も
繰
り
返
さ
れ
、

事
前
の
準
備
も
調
整
に
気

を
配
ら
れ
た
と
思
う
が
、

令
和
６
年
６
月
定
例
会
本

会
議
２
日
目
の
冒
頭
に
議

案
修
正
の
発
言
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
日
程

で
修
正
が
な
さ
れ
た
の
か
。

修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
猛
省
と
謝
罪
を
要
求

し
た
い
が
、
見
解
を
問
う
。

答
弁

京
都
府
に
対
し
、

４
月
17
日
に
検
証
の
場
を

立
ち
上
げ
た
い
と
打
診
を

し
て
い
た
が
、
素
案
の
段

階
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委

員
会
説
明
と
議
案
と
し
て

提
案
し
た
こ
と
で
修
正
が

必
要
に
な
っ
た
。
議
会
日

程
等
の
変
更
を
招
く
結
果

と
な
っ
た
こ
と
を
重
く
受

け
止
め
、
大
変
申
し
訳
な

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

幾
度
の
修
正
に

猛
省
と
謝
罪
を

申
し
訳
な
く
重
く

受
け
止
め
る

QA

山
本
治
兵
衛

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

質
問

静
渓
川
の
排
水

ポ
ン
プ
場
の
一
連
の
土
木

工
事
が
過
去
３
回
の
契
約

変
更
と
な
り
、
契
約
の
解

除
に
至
っ
た
。
検
証
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
肝
心
の

過
去
の
設
計
部
門
、
土
木

施
工
部
分
を
専
門
委
員
に

委
ね
る
こ
と
な
く
２
人
、

３
人
の
体
制
で
、
第
三
者

委
員
会
と
し
て
の
位
置
付

け
の
中
、
本
当
に
こ
の
体

制
で
検
証
で
き
る
の
か
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

専
門
委
員
の
立

場
で
お
世
話
に
な
る
２
人

の
う
ち
、
土
木
有
識
者
と

し
て
参
画
い
た
だ
く
予
定

の
方
は
、
行
政
手
続
に
つ

い
て
も
知
見
を
お
持
ち
で

あ
る
こ
と
か
ら
土
木
技
術

に
限
ら
ず
、
行
政
手
続
の

観
点
に
つ
い
て
も
補
っ
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。 専

門
委
員
２
人
体

制
を
問
う

検
証
い
た
だ
け
た

も
の
と
考
え
る

QA

今
西
克
己

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

13
議
案
に
賛
成
し
、
１

議
案
に
反
対
す
る
。

第
47
号
議
案
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

う
ち
、
静
渓
ポ
ン
プ
場
土

木
工
事
の
検
証
に
つ
い
て
、

最
終
的
に
専
門
委
員
を
２

人
か
ら
５
人
に
増
員
し
、

検
証
す
る
と
し
た
こ
と
を

高
く
評
価
す
る
。
今
後
、

委
員
会
を
早
期
に
立
ち
上

げ
調
査
・
検
証
し
、

議
会
へ
の
結
果
報
告

を
求
め
、
賛
成
す
る
。

第
51
号
議
案
国
民

健
康
保
険
条
例
改
正

は
、
昭
和
39
年
に
小

学
生
の
健
全
な
発
育

の
増
進
を
目
的
に
、

永
久
歯
の
虫
歯
治
療

費
の
全
額
を
現
物
給

付
す
る
と
い
う
も
の

で
、
こ
の
事
業
は
本
市
独

自
の
施
策
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
た
。
近
年
、
保
険

料
が
高
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
そ
の
上
昇
を
抑
え
た

い
と
の
考
え
は
一
定
理
解

す
る
が
、
児
童
の
虫
歯
の

保
有
率
は
低
下
し
た
も
の

の
、
令
和
４
年
度
の
実
績

で
は
50
人
の
利
用
者
が
お

り
、
対
象
児
童
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
廃
止
す
る
と

い
う
の
は
、
理
解
で
き
な

い
。
こ
ど
も
ま
ん
な
か
施

策
を
重
点
取
り
組
み
と
し

て
い
る
本
市
に
お
い
て
は
、

本
事
業
を
継
続
・
拡
大
す

べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

反
対
す
る
。

永久歯の虫歯治療費の
改正に反対

自民党鶴政クラブ議員団

討 論討 論

子どもの発育に欠かせない虫歯治療

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
民
間
の

認
定
こ
ど
も
園
が
実
施
す

る
施
設
整
備
や
、
65
歳
以

上
の
希
望
者
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
静
渓
ポ
ン
プ

場
整
備
事
業
に
関
わ
り
、

今
後
の
適
切
な
公
共
調
達

に
向
け
た
市
と
し
て

の
体
制
の
構
築
等
を

図
る
指
導
検
査
事
務

経
費
で
は
、
令
和
３

年
度
に
始
ま
っ
た
本

工
事
は
、
４
回
の
設

計
変
更
の
う
ち
３
回

は
前
市
長
の
時
代
で

あ
る
。
我
が
党
議
員

団
は
、
令
和
６
年
３

月
定
例
会
で
「
今
後

同
じ
こ
と
が
な
い
よ
う
第

三
者
も
含
め
調
査
委
員
会

を
設
置
し
根
本
原
因
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
市
に
提
案
し
て

き
た
。
今
回
、
２
会
派
か

ら
専
門
委
員
２
人
で
は
不

十
分
と
す
る
予
算
の
組
み

替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
、
市

は
動
議
の
趣
旨
を
受
け
入

れ
た
。
今
後
、
市
民
の
浸

水
対
策
の
願
い
に
沿
っ
て
、

一
日
も
早
い
工
事
の
再
開

を
求
め
賛
成
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
条
例
改

正
で
は
、
子
ど
も
の
医
療

費
へ
の
支
援
が
拡
充
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

適切な公共調達に
向けた体制の構築を

日本共産党議員団

討 論討 論

市民から信頼される公共工事を

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

6令和6年8月22日

Q
新
議

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

6令和6年8月22日

議案質疑
討  論

第47号議案「令和6年度舞鶴市一般会計補正予算（第2号）」のうち、指導検査事務経費に係る訂正を受けて、
6月17日の本会議において議案質疑を行いました。

令和6年6月3日の本会議初日および7月2日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論を行いました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

第
47
号
議
案
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
で

は
、
静
渓
ポ
ン
プ
場
土
木

工
事
の
契
約
を
解
除
し
、

改
め
て
設
計
を
や
り
直
す

こ
と
に
し
た
。
一
連
の
経

過
お
よ
び
事
実
関
係
を
検

証
す
る
こ
と
で
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
今
後
に
生
か

す
た
め
計
上
さ
れ
た
指
導

検
査
事
務
経
費
で
は
、

当
初
３
人
の
専
門
委

員
が
２
人
に
変
更
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
に

対
す
る
組
み
替
え
動

議
が
提
出
さ
れ
、
我

が
会
派
も
賛
成
し
た

と
こ
ろ
、
専
門
委
員

を
２
人
か
ら
５
人
に

変
更
し
、
検
証
も
進

め
る
と
さ
れ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
検
証
・
調

査
に
低
下
・
変
化
が
生
じ

な
い
よ
う
新
た
に
専
門
性

が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、

さ
ら
な
る
対
応
を
願
い
、

結
果
・
経
過
に
つ
い
て
は
、

市
民
・
議
会
に
報
告
を
求

め
、
賛
成
す
る
。

第
51
号
議
案
国
民
健
康

保
険
条
例
改
正
で
は
、
小

学
生
の
歯
科
医
療
が
無
料

か
ら
月
２
０
０
円
の
負
担

と
な
る
。
こ
れ
を
国
保
会

計
で
補
う
と
国
保
加
入
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
が
、

子
育
て
医
療
で
補
え
ば
、

府
か
ら
の
補
助
が
受
け
ら

れ
、
市
民
負
担
も
軽
減
さ

れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

組み替え動議に賛成
市民・議会に報告を

公明党議員団

討 論討 論

現在の静渓ポンプ場　工事現場

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
条
例
改

正
は
、
国
保
世
帯
の
小
学

生
の
虫
歯
治
療
費
の
助
成

を
廃
止
す
る
も
の
で
、
本

市
の
虫
歯
保
有
率
は
全
国

平
均
を
下
回
り
、
府
内
で

制
度
を
一
律
に
す
べ
き
と

い
う
風
潮
も
あ
る
。
社
会

保
険
で
助
成
が
な
い
こ
の

制
度
は
、
子
育
て
支
援
医

療
費
助
成
制
度
が
平
成
23

年
に
開
始
さ
れ
、
医
療
費

負
担
が
上
限
２
０
０
円
と

な
り
負
担
も
減
少
し
た
が
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

昭
和
39
年
に
は
、
市
民
の

30
％
が
国
民
健
康
保
険

だ
っ
た
が
、
社
会
保
険
の

加
入
者
も
増
え
、
国
保
料

の
歳
入
が
減
少
す
る
中
、

事
業
の
適
正
化
も
必
要
で
、

国保条例改正をはじめ
全議案に賛成する

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

就学援助制度の一部抜粋

13
議
案
に
賛
成
し
、
１

議
案
に
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正
は
、
昭
和
39
年
か
ら

国
保
世
帯
の
小
学
生
の
虫

歯
治
療
費
を
無
償
化
し
て

き
た
本
市
独
自
の
施
策
を

廃
止
す
る
提
案
で
あ
る
。

国
保
と
社
保
で
は
保
険
料

や
補
助
に
違
い
が
あ
る
中
、

国
保
世
帯
が
特
別
恵
ま
れ

て
お
り
、
是
正
が
必
要
と

す
る
考
え
に
は
賛
同

で
き
な
い
。
60
年
間

の
取
り
組
み
を
総
括

し
、
対
象
世
帯
に
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

　

令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
で
は
、
工
事

契
約
の
解
除
に
よ
り
多
額

の
費
用
負
担
が
発
生
す
る

静
渓
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、

原
因
究
明
の
た
め
に
専
門

委
員
に
よ
る
検
証
費
用
が

提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、

専
門
委
員
が
２
人
で
は
少

な
く
、
よ
り
多
く
の
目
で

多
角
的
に
検
証
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
、
我
々

は
人
数
を
５
人
へ
と
増
員

す
る
組
み
替
え
動
議
を

行
っ
た
。
市
に
お
い
て
協

議
さ
れ
た
結
果
、
５
人
に

増
員
す
る
こ
と
に
な
り
市

の
誠
意
あ
る
対
応
を
評
価

し
、
賛
成
す
る
。
そ
の
他

の
議
案
も
迅
速
な
執
行
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

廃止はこどもまんなかの
方針と相反する

新政クラブ議員団

討 論討 論

多角的な視点で原因究明と再発防止を

子
育
て
世
帯
全
て
に
一
律

で
も
な
い
た
め
、
現
状
に

合
っ
て
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
２
０
０
円
で
も

負
担
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
学
校
の
就
学
援
助

制
度
に
は
、
う
歯
の
費
用

助
成
の
項
目
が
あ
り
、
助

成
範
囲
も
広
が
る
た
め
、

ど
の
健
康
保
険
証
で
も
一

律
で
困
窮
世
帯
へ
の
支
援

が
可
能
と
な
る
。
学
校
の

専
用
用
紙
に
記
入
す
れ
ば
、

窓
口
で
の
精
算
も
不
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
重
複
す

る
制
度
の
整
理
が
必
要
と

考
え
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
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果
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般
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書
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Ｒ
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令和6年6月3日の本会議初日および7月2日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論を行いました。
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8令和6年8月22日

令
和
６
年
６
月
定
例
会

予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て

予
算
の
組
み
替
え
動
議
が
提

出
さ
れ
、
可
決
し
た
動
議
は

次
の
と
お
り
で
す
。

第
47
号
議
案
令
和
６
年

度
舞
鶴
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
の
組
み

替
え
を
求
め
る
動
議

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
て

い
る
第
47
号
議
案
令
和
６
年

度
舞
鶴
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、
定
例
会

初
日
の
６
月
３
日
に
議
案
と

し
て
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
10
日
後
の

６
月
12
日
に
市
長
か
ら
再
度
、

令
和
６
年
度
舞
鶴
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

係
る
資
料
「
令
和
６
年
度
主

な
事
務
事
業
調
№
１
指
導
検

査
事
務
経
費
（
う
ち
舞
鶴
市

契
約
に
関
す
る
調
査
専
門
委

員
に
よ
る
検
証
経
費
）
に
つ

い
て
、
訂
正
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
訂
正
の
内
容
は
、
専

門
委
員
と
し
て
、
設
計
業
務

委
託
成
果
、
工
事
施
工
、
契

約
変
更
等
の
観
点
か
ら
京
都

府
職
員
と
し
て
い
た
者
を
減

じ
、
専
門
委
員
の
数
に
つ
い

て
３
名
か
ら
２
名
に
変
更
す

る
も
の
で
あ
る
。
減
じ
た
専

門
委
員
京
都
府
職
員
の
後
任

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

行
政
機
関
の
参
画
を
依
頼
予

定
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
補
正
予
算
第
２
号
指

導
検
査
事
務
経
費
（
舞
鶴
市

契
約
に
関
す
る
調
査
専
門
委

員
に
よ
る
検
証
経
費
）
の
対

象
と
な
っ
た
事
案
は
、
住
民

の
強
い
要
望
の
も
と
、
京
都

府
知
事
に
早
期
の
浸
水
被
害

の
軽
減
に
向
け
た
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
以
来
、
高
野
川

の
総
合
的
な
治
水
対
策
が
、

国
に
お
い
て
事
業
費
の
補
助

が
受
け
ら
れ
る
「
事
業
間
連

携
事
業
」
に
選
ば
れ
、
京
都

府
が
河
川
事
業
を
、
舞
鶴
市

が
下
水
道
事
業
に
連
携
し
て

取
り
組
む
全
国
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
も

の
で
、
令
和
３
年
５
月
に
静

渓
ポ
ン
プ
場
建
設
土
木
工
事

と
し
て
５
億
９
６
２
０
万
円

で
契
約
さ
れ
、
令
和
３
年
６

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１
月

31
日
ま
で
の
１
年
８
カ
月
を

工
期
と
し
て
施
工
さ
れ
る
中
、

２
回
の
請
負
金
額
の
増
額
変

更
と
、
１
回
の
工
期
変
更
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
４
回
目
の

増
額
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い

る
最
中
の
、
本
年
４
月
30
日

に
発
注
者
で
あ
る
舞
鶴
市
か

ら
契
約
の
解
除
を
通
知
し
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
は
清
算

に
向
け
て
受
注
者
で
あ
る
共

同
企
業
体
と
協
議
中
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る

中
、
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、

訂
正
さ
れ
た
議
案
は
、
西
市

街
地
浸
水
対
策
事
業
の
静
渓

ポ
ン
プ
場
土
木
工
事
に
つ
い

て
、
一
連
の
経
過
、
及
び
事

実
関
係
を
検
証
し
、
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
適
切
な
公
共
調
達
に

向
け
た
市
の
体
制
の
構
築
を

図
る
と
し
な
が
ら
も
、
市
の

検
証
体
制
が
専
門
員
２
名
と

い
う
脆
弱
な
体
制
で
は
、
指

導
検
査
事
務
経
費
に
記
載
さ

れ
て
い
る
３
点
の
観
点
か
ら

の
検
証
、
及
び
そ
れ
ら
に
付

随
す
る
検
証
が
十
分
な
も
の

で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
予
算
決
算
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、

２
分
科
会
の
審
査
に
お
い
て
、

委
員
か
ら
、
舞
鶴
市
で
は
、

過
去
に
前
例
の
な
い
高
額
契

約
の
解
除
で
あ
り
、
か
つ
、

舞
鶴
市
専
門
委
員
設
置
規
則

で
委
託
事
項
に
対
し
て
５
名

以
内
と
い
う
定
数
を
定
め
て

お
り
、
第
三
者
委
員
２
名
で

は
十
分
な
審
議
、
検
証
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
ま

た
、
専
門
員
２
名
で
は
、
入

札
、
契
約
、
事
前
調
査
、
基

本
設
計
、
土
木
工
事
、
河
川

工
事
、
地
質
、
構
造
、
契
約

変
更
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
一

連
の
土
木
工
事
等
に
対
し
て

検
証
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
、

発
注
者
が
契
約
を
解
除
し
た

こ
と
に
よ
る
逸
失
利
益
の
補

償
を
含
む
損
害
賠
償
に
発
展

し
て
い
る
こ
の
事
案
に
対
し

て
、
一
連
の
事
実
関
係
の
調

査
に
関
し
、
こ
の
体
制
で
検

証
、
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
、
大
い
に
疑
問

で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
出

さ
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
提
出

さ
れ
て
い
る
補
正
予
算
第
２

号
指
導
検
査
事
務
経
費
（
舞

鶴
市
契
約
に
関
す
る
調
査
専

門
委
員
に
よ
る
検
証
経
費
）

に
つ
い
て
、
以
下
の
３
点
を

事
業
の
内
容
に
追
加
、
組
み

替
え
る
べ
き
で
あ
る
と
要
求

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１　

舞
鶴
市
専
門
委
員
設
置

規
則
に
定
め
る
定
数
５
名

以
内
に
基
づ
き
、
専
門
委

員
を
５
名
と
す
る
こ
と

２　

工
事
現
場
の
特
異
性

（
河
口
に
面
す
る
支
川
の

合
流
地
点
の
軟
弱
地
盤
）

を
検
証
で
き
る
専
門
委
員

を
加
え
る
こ
と

３　

専
門
委
員
の
中
に
河
川

工
事
に
精
通
し
た
学
識
経

験
者
を
加
え
る
こ
と

動　
　

議

田

畑

篤

子

西

村

正

之

野

瀬

貴

則

眞

下

隆

史

水

嶋

一

明

南　
　
　

正

弘

議
決
を
し
た
日

川

口

孝

文

肝

付

隆

治

高

橋

秀

策

谷

川

眞

司

眞

下

弘

明

上

羽

和

幸

小

谷

繁

雄

杉

島

久

敏

松

田

弘

幸

伊

田

悦

子

小

杉

悦

子

小

西

洋

一

福　

本　

明
日
香

廣

瀬　
　

  

昇

仲

井

玲

子

7月2日

7月2日

7月2日
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×
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○
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○
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×

○

×

×
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×

×
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×
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政
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克
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政
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政
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政
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兵
衛
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政
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政
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政
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政
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政
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明
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明
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明

公　

明
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産

共　

産

共　

産

市　

民

市　

民

市　

民

無
会
派

無
会
派

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
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全会一致で可決した予算議案
● 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度舞鶴市一般会計補正予算（第12号））
● 令和6年度舞鶴市一般会計補正予算（第1号）
● 令和6年度舞鶴市一般会計補正予算（第2号）
● 令和6年度舞鶴市下水道事業会計補正予算（第1号）

全会一致で可決した条例議案
● 専決処分の承認を求めることについて（舞鶴市市税条例の一部を改正する条例制定）
● 舞鶴市市税条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例制定について

● 舞鶴市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

全会一致で可決したその他の議案
● 工事請負契約について（舞鶴市西消防署庁舎新築工事）
● 工事請負契約の変更について（西舞鶴駅西口駅前広場整備工事）
● 工事請負契約の変更について（倉梯小学校教室棟長寿命化改修工事）
● 財産の取得について（はしご自動車）
● 市道路線の認定及び変更について

全会一致で同意・可決した人事議案
● 教育委員会委員の任命について
● 人権擁護委員候補者の推薦について

全会一致で可決した議会提出議案
● 舞鶴市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市議会会議規則の一部を改正する規則制定について
● 再審法改正に向けた速やかな議論を求める意見書

教育委員会委員の任命

新任：小  川  喜  生　氏

教育委員会委員の任期満了に伴い、
令和６年7月２日の本会議で次の委員を
任命することに同意しました。

令和5年度政務活動費の支出
内容は舞鶴市議会ホームペー
ジに掲載しております。

令和5年度議長交際費の支出
内容は舞鶴市議会ホームペー
ジに掲載しております。

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

特別委員会の設置について（静渓ポンプ場整備に関する調査等特別委員会）

国の指示権を拡大する「地方自治法の一部を改正する法律」の廃止を求める意見書

議　　案　　名　　等

市長提出
議　　案

議
会
提
出

議　
　

案

24

24

24

24

24

24

11

19

3

13

5

21

0

0

0

否

可

否

×

○

×

×

○

×

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

上

野

修

身

鶴　

政

鶴　

政

尾

関

善

之

賛否が分かれた議案
【会派】鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、新政…新政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、
        市民…市民クラブ舞鶴議員団、無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。

【議決結果】 可…可決、修可…修正可決、否…否決、同…同意、不同…不同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不採…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権
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（令和6年6月定例会） 会期：6月3日～7月2日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果
令和6年6月定例会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。



令和6年 舞鶴市議会6月定例会一般質問 令和6年6月13日、14日、17日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

質問方式

一問一答

一括

一括

一問一答

一問一答

３分割

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

伊田　悦子

西村　正之

松田　弘幸

田畑　篤子

肝付　隆治

仲井　玲子

小杉　悦子

福本明日香

杉島　久敏

山本治兵衛

南　　正弘

高橋　秀策

小西　洋一

廣瀬　　昇

小谷　繁雄

眞下　弘明

川口　孝文

野瀬　貴則

上野　修身

眞下　隆史

水嶋　一明

今西　克己

谷川　眞司

尾関　善之

１ 安心して学べる学校の環境改善について

３ パートナーシップ制度の創設について

１ 舞鶴引揚記念館の次世代への継承事業について

１ 希望がもてるまちづくりについて

１ 「こどもまんなか」市政について

３ 看護師人材確保について

１ 舞鶴市のエネルギー政策について

１ これからの図書館像とそれに対する市民理解について

３ 本市における多文化共生について

１ 高齢者が暮らしやすい施策の充実について

３ 農業・農村を守り、食料自給率を上げる農業施策について

１ 放課後等デイサービスについて

１ ワクチン接種について

１ ふるさと応援寄附金について

１ 危機管理について

１ 引揚記念館について

３ 大連市との交流について

１ 「子どもも先生も居心地の良い学校づくり」について

３ TV難視聴地域への支援について

１ 本市における地域医療の在り方について

１ 伊佐津川の河川整備について

１ 舞鶴市の教育について

１ 舞鶴市地域防災計画等について

３ 東分館について

１ 市民の暮らしを支える公園について

１ 新幹線誘致について

１ 郷土愛醸成につながる地域学について

１ 消防団について

１ 由良川治水対策について

１ ごみ問題について

３ 台風・高潮時の対応について

１ ふるさと納税について

２ 豊かな学校給食について

４ 土地利用規制法について

２ 安全で安心なまちづくりについて

２ 「最期まで自宅で療養できる」ことについて

２ 

２ 市民サービスの改善、業務効率化につなげる取組について

２ 紙の保険証を残すことについて

２ ICTを活用した教育について

２ 食育について

２ 図書館の再編に関する説明について

２ 市民の声について

２ 地域医療について

２ 市民合意で進める「市立中央図書館」事業について

４ 本市におけるPFAS汚染について

２ 持続可能な中央図書館の整備について

２ 単身高齢者等の住まい確保支援について

２ 中央図書館再編の広報、周知について

２ 舞鶴市中央図書館計画について

２ 小学校の統合と児童数を増やす取組について

２ 市内企業の発展と目的について

２ ツキノワグマの指定管理鳥獣への指定について

２ 青葉山ろく公園について

４ 新札発行について

２ 西市民プラザについて

京都舞鶴港のカーボンニュートラルポート
（CNP）の形成について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※３ 分 割…質問項目を分野ごとに3回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

舞鶴市議会 検索
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10令和6年8月22日

和6年6月13日 14日 17日

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

10令和6年8月22日

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



伊 田 悦 子
日本共産党議員団

放
置
で
き
な
い
学
校

ト
イ
レ
個
別
改
修
す
べ
き

必
要
な
整
備
と
認
識

状
況
に
よ
っ
て
検
討

質
問　

こ
れ
ま
で
か
ら

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
・
洋

式
化
へ
の
移
行
、
多
目
的

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

質
問
し
て
き
た
。
学
校
で

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
子

ど
も
に
と
っ
て
、
学
校
ト

イ
レ
が
与
え
る
健
康
面
・

精
神
面
へ
の
影
響
は
大
き

く
、
災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
こ
と
か
ら
も
早
急
に

改
善
が
必
要
で
あ
る
。
体

育
館
ト
イ
レ
も
含
め
、
大

規
模
改
修
を
待
た
ず
と
も

個
別
に
改
修
す
べ
き
で
は
。

答
弁

子
ど
も
た
ち
も

含
め
た
学
校
か
ら
の
施
設

改
善
要
望
の
中
で
、
ト
イ

レ
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

も
よ
く
聞
い
て
い
る
。
ト

イ
レ
改
修
は
必
要
な
施
設

整
備
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
各
学
校
の

校
舎
改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
ト
イ
レ
の
状
況
を
考
慮

し
、
個
別
改
修
も
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問　

学
校
ト
イ
レ
へ

の
生
理
用
品
配
置
が
中
学

校
で
実
施
さ
れ
、
生
徒
か

ら
喜
び
の
声
も
あ
る
中
、

小
学
校
の
ト
イ
レ
に
も
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁

個
別
に
保
健

指
導
を
行
う
必
要
も
あ

り
、
小
学
校
で
は
保
健

室
に
生
理
用
品
を
常
備

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

全
中
学
校
へ
の
配
置
か

ら
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

QA

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

世
界
へ
未
来
へ

絶
え
間
な
い
継
承
に
努
め
る

質
問　

来
年
は
戦
後
80

年
を
迎
え
る
。
今
ま
で
、

私
た
ち
に
戦
争
の
愚
か
さ

や
悲
惨
さ
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
の
過
酷
な
状
況
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
体
験
者
は

少
な
く
な
り
、
直
接
話
を

聞
く
機
会
も
ま
す
ま
す
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
若
い
世
代
に

引
き
揚
げ
の
史
実
や
資
料

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
理

解
し
、
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
展
示
や

継
承
事
業
に
今
ま
で
以
上

の
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
の
次
世
代
へ
の

継
承
に
つ
な
が
る
新

た
な
手
法
な
ど
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い

て
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

戦
争
体
験

者
が
高
齢
化
に
よ
り

減
少
す
る
中
、
引
揚

記
念
館
の
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
る
。
記
念
館

で
歴
史
を
伝
え
る
原
点
は
、

資
料
と
体
験
者
の
証
言
で

あ
る
と
考
え
、
体
験
者
の

証
言
を
動
画
に
遺
す
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
今

後
、
貴
重
な
資
料
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開

や
Ａ
Ｉ
技
術
で
体
験
者
と

会
話
で
き
る
よ
う
な
、
証

言
動
画
を
活
用
し
た
取
り

組
み
と
合
わ
せ
、
人
が
語

り
継
ぐ
良
さ
も
生
か
し
つ

つ
、
世
界
へ
未
来
へ
の
絶

え
間
な
い
継
承
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA
生
理
用
品

小
学
校
ト
イ
レ
に
も

ま
ず
は
全
中
学
校
で

進
め
る

QQAA

QA

QA

舞鶴の歴史を伝える引揚記念館

松 田 弘 幸
公明党議員団

教
育
に
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
視
点
を

舞
鶴
引
揚
記
念
館
の

次
世
代
へ
の
継
承
事
業
は

教
員
が
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を

理
解
し
活
動
す
る

質
問　

徳
島
県
鳴
門
市

は
20
年
か
ら
教
育
へ
の

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
導
入

を
進
め
、
教
職
員
向
け
研

修
会
の
開
催
や
学
校
向
け

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
。

さ
ま
ざ
ま
な
実
践
と
し
て
、

小
学
校
の
授
業
で
、
津
波

の
怖
さ
を
学
ぶ
防
災
教
育

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
教

育
へ
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教

育
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

日
々
の
教
育
活

動
に
お
い
て
、
非
常
時
に

役
に
立
つ
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
災
害
に
対

す
る
力
や
必
要
と
な
る
判

断
力
等
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

機
会
を
捉
え
、
教
員
が
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方

を
理
解
し
、
教
育
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

質
問　

長
崎
県
内
の
医

療
機
関
を
つ
な
ぐ
あ
じ
さ

い
ネ
ッ
ト
は
、
遠
く
の
総

合
病
院
へ
行
か
な
く
て
も

高
度
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
「
ウ
ェ
ブ
カ
ル
テ
」
を

導
入
し
て
い
る
が
、
本
市

へ
の
導
入
の
見
解
は
。

答
弁

そ
の
有
効
性
は

認
識
し
て
い
る
。
診
療
情

報
の
共
有
化
に
限
ら
ず
、

他
の
先
進
事
例
も
参
考
に

し
、
地
域
実
情
に
応
じ
た

医
療
提
供
体
制
の
構
築
に

努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA
ウ
ェ
ブ
カ
ル
テ

導
入
の
検
討
を

導
入
の
有
効
性
を

認
識

QQAA

早期改修求められる
学校トイレ

※ フェーズフリー … 非常時に役立つ要素を取り入れ、生活に即したものにしていくことを目指す考え方

※

フェーズフリーの視点イメージ
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一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



田 畑 篤 子

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
改
修
は

必
要
な
施
設
整
備
と

認
識
し
て
お
り
進
め
る

質
問

学
校
ト
イ
レ
環

境
を
通
し
て
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」
市
政
を
問
う
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
洋
式
化
率
は
、
京
都
府

で
は
67
・
１
％
、
舞
鶴
市

は
36
・
３
％
で
あ
る
。
現

在
の
子
ど
も
た
ち
は
、
和

式
便
器
は
生
ま
れ
て
か
ら

小
学
校
入
学
ま
で
見
た
こ

と
も
な
く
使
っ
た
こ
と
も

な
い
。
食
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
排
泄
に
関
し
て
は
、

人
の
尊
厳
と
健
康
な
心
身

へ
の
環
境
づ
く
り
と
し
て

欠
か
せ
な
い
。
京
都
府

全
域
で
最
も
低
い
洋
式

化
率
と
い
う
ト
イ
レ
環

境
の
劣
悪
さ
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
救
っ
て
頂
き

た
い
が
ど
う
か
。

答
弁

市
内
小
中
学

校
に
は
、
和
式
ト
イ
レ

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
使
い
慣

れ
て
い
な
い
和
式
ト
イ

レ
に
戸
惑
う
状
況
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
声
も
含
め
、

学
校
か
ら
の
施
設
改
善
要

望
も
聞
い
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
ト
イ

レ
を
使
用
で
き
る
環
境
と

す
る
た
め
、
改
修
は
必
要

な
施
設
整
備
で
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
、
洋
式

化
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
後
も
補
助
金

も
含
め
、
財
源
確
保
に
努

め
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

一
般
質
問

QA

肝 付 隆 治
自民党鶴政クラブ議員団

新政クラブ議員団

エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
港

と
し
て
の
取
り
組
み
は

国
や
府
に
し
っ
か
り
と

働
き
か
け
る

質
問　

福
井
県
で
は
、

５
年
間
を
か
け
て
敦
賀
港

に
水
素
電
源
を
整
備
し
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拠
点
港

と
し
て
の
具
現
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
京
都
舞
鶴

港
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
港

と
し
て
の
具
現
化
に
つ
い

て
、
市
の
方
針
を
問
う
。

答
弁

京
都
舞
鶴
港
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受

入
・
貯
留
基
地
と
し
て
重

要
な
役
割
や
機
能
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

京
都
舞
鶴
港
の
脱
炭
素
化

に
向
け
た
取
り
組
み
の
具

現
化
に
つ
い
て
、
国
や
府

に
し
っ
か
り
と
働
き
か
け

て
い
く
。

質
問　

令
和
６
年
４
月

の
Ｇ
７
気
候
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
で
、

石
炭
火
力
発
電
を
２
０
３

５
年
ま
で
に
段
階
的
に
廃

止
す
る
共
同
声
明
が
採
択

さ
れ
た
。
舞
鶴
発
電
所
が

廃
止
と
な
っ
た
場
合
、
本

市
に
大
変
大
き
な
影
響
が

出
る
が
市
の
対
応
を
問
う
。

答
弁

舞
鶴
発
電
所
は
、

本
市
の
産
業
・
雇
用
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
や
機

能
を
果
た
す
存
在
で
あ
る
。

同
発
電
所
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
へ
の
取
り
組
み
が
よ
り

一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
関

西
電
力
に
働
き
か
け
、
連

携
を
強
化
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

市内小学校別洋式化率

QA

QA
舞
鶴
発
電
所
の

存
続
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

促
進
強
化
を

QQAA

QA

QA

ゼロカーボン対策に
取り組む舞鶴発電所

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

新
し
い
図
書
館
の

役
割
変
化
へ
の
市
民
理
解
は

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

周
知
に
努
め
る

質
問　

全
国
的
に
図
書

館
の
概
念
は
、
地
域
の
中

心
と
し
て
地
域
を
支
え
る

存
在
と
な
り
、
司
書
、
資

料
を
集
約
す
る
こ
と
で
運

営
力
を
強
化
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の

図
書
館
は
旧
態
依
然
の
ま

ま
で
あ
る
。
中
央
図
書
館

が
多
く
の
市
民
に
活
用
さ

れ
る
た
め
に
は
、
新
し
い

図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て

市
民
理
解
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

東
図
書
館
を
活
用
し
て
き

た
人
に
は
、
早
急
に
東
分

館
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
不

安
を
払
拭
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
本
市
の
見
解
を
問

う
。答

弁

こ
れ
か
ら
の
図

書
館
の
役
割
は
本
だ
け
で

な
く
、
仕
事
や
介
護
、
子

育
て
な
ど
日
々
の
生
活
で

抱
え
る
困
り
ご
と
の
解
消

を
支
援
す
る
機
能
を
持
つ

も
の
で
あ
る
。
新
た
な
図

書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
戦
略

的
に
市
民
の
役
に
立
つ
図

書
館
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
周

知
に
努
め
、
市
民
の
機
運

を
盛
り
上
げ
た
い
。
今
後
、

分
館
が
居
場
所
と
し
て
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
居

場
所
や
学
び
の
場
の
空
間

を
設
け
る
検
討
を
し
て
い

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

新しい図書館に期待

（仮称）舞鶴市立中央図書館 外観イメージ 遠藤克彦建築研究所提供
設計者：遠藤克彦建築研究所　　　　　　　　（プロポーザル時点）

QA

わ
が
ま
ち
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ク
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し
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質 般般
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般QA

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

12令和6年8月22日

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



小 杉 悦 子
日本共産党議員団

軽
・
中
度
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
の
支
援
策
を

他
自
治
体
の
推
移
と

効
果
を
注
視
す
る

質
問　

高
齢
者
は
、
難

聴
発
生
率
も
高
く
、
補
聴

器
は
生
活
上
欠
か
せ
な
い
。

本
市
は
、
18
歳
以
上
で

軽
・
中
度
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
の
支
援
は
な
い
。

医
師
か
ら
必
要
と
さ
れ
た

高
齢
者
に
対
し
、
京
丹
後

市
、
精
華
町
、
京
田
辺
市

で
は
独
自
に
実
施
。
年
金

生
活
者
の
高
齢
者
に
対
し
、

本
市
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
使

い
、
視
覚
的
に
会
話
を
見

え
る
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活

用
も
含
め
、
今
後
の
推
移

と
効
果
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問　

国
は
12
月
２
日

に
紙
の
保
険
証
を
廃
止
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
マ
イ

ナ
保
険
証
に
よ
る
受
診
で

ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
、
国

民
は
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

利
用
状
況
と
紙
の
保
険
証

廃
止
の
中
止
を
国
に
要
望

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

４
月
時
点
で
本

市
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
率
は
７
・
64
％
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
は
極
め
て
重
要

と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
保
険
証
廃
止
の

中
止
を
国
に
要
望
す
る

考
え
は
な
い
。

一
般
質
問

QA

福本明日香
市民クラブ舞鶴議員団

各
事
業
所
は
改
定
へ
の

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

質
問　

令
和
６
年
４
月

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報

酬
改
定
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
改
定
で
は
、
国
の
制

度
設
計
の
遅
さ
と
煩
雑
さ

か
ら
、
保
護
者
や
事
業
者

に
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
。

今
回
の
報
酬
改
定
に
伴
う

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
、
事
業
所
や
利
用
者
の

実
情
も
含
め
、
本
市
へ
の

影
響
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
、
日
中
一
時
支
援
の
在

り
方
の
検
討
や
送
迎
加
算

の
算
定
課
題
な
ど
、
利
用

者
に
寄
り
添
っ
た
制
度
の

見
直
し
を
考
え
て
国
や
府

に
要
望
し
、
意
見
も
し
っ

か
り
上
げ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

今
回
の
改
訂
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
応

じ
た
評
価
の
導
入
や
加
算

内
容
の
変
更
等
が
示
さ
れ
、

支
援
時
間
の
見
直
し
や
重

要
事
項
説
明
書
等
の
変
更

が
生
じ
た
が
、
国
か
ら
の

正
式
な
通
知
が
３
月
で

あ
っ
た
た
め
、
各
事
業
所

か
ら
改
定
へ
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
利
用
者
か
ら
は
、
希

望
す
る
時
間
帯
で
の
利
用

が
一
部
難
し
く
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
昨
年
11
月

に
も
要
望
し
た
が
、
事
業

者
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
必
要
に
応

じ
、
国
へ
の
要
望
を
検
討

す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA
紙
の
保
険
証
廃
止
は

中
止
に

中
止
を
要
望
す
る

考
え
は
な
い

QQAA

QA

QA

実際の利用時間の例

杉 島 久 敏
公明党議員団

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

報
酬
改
定
の
影
響
は

現
時
点
で
費
用
助
成
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い

質
問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
希
望
者
の
全
て

に
接
種
費
用
の
一
部
助
成

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
本

市
の
財
政
状
況
か
ら
厳
し

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
①
年
金
生
活
者

や
低
所
得
の
方
、
②
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
医
師
に
勧
め

ら
れ
た
方
、
③
が
ん
や
膠

原
病
な
ど
で
免
疫
力
が
低

下
し
て
い
る
方
を
対
象
と

し
て
接
種
費
用
の
一
部
助

成
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

対
象
者
を
限
定
す
れ
ば
必

要
経
費
を
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
接
種

費
用
の
全
額
も
し
く

は
補
助
額
の
増
額
を

図
る
考
え
は
な
い
か
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

現
在
、
国

の
審
議
会
に
お
い
て

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
安
全
性
、
費
用
対

効
果
等
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、
接
種
を
推
奨
す

る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
任

意
接
種
で
あ
り
、
接
種
費

用
の
負
担
に
対
す
る
交
付

税
措
置
が
な
い
こ
と
に
加

え
、
副
反
応
も
国
の
救
済

制
度
の
対
象
で
な
い
た
め
、

現
時
点
で
、
費
用
助
成
を

す
る
考
え
は
な
い
。
国
の

審
議
会
に
お
け
る
検
討
状

況
を
注
視
し
、
定
期
接
種

に
位
置
付
け
ら
れ
た
場
合

に
は
、
自
己
負
担
軽
減
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

ワクチン接種の公費助成を

QA

支援が望まれる高額の補聴器

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
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会
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報
告
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定
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会
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質 般
一
般QA

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



山本治兵衛

図
書
館
整
備
は
市
民
へ

説
明
を
尽
く
し
合
意
を

し
っ
か
り
と
説
明
し
て

丁
寧
に
理
解
を
求
め
る

質
問

中
央
図
書
館
の

整
備
と
図
書
館
機
能
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
10
月
20
日
に
決
定
し
た

と
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
議
会
へ

の
説
明
や
議
論
も
な
く
、

突
然
に
発
表
し
た
内
容
に

対
し
て
心
配
し
た
。
東
図

書
館
を
廃
止
除
却
す
る
こ

と
は
、
住
民
か
ら
賛
同
を

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
、
図
書
館
の
再
編
に

は
賛
成
や
反
対
の
意
見
が

あ
る
が
、
市
民
合
意
は
ど

の
よ
う
に
し
て
図
っ

て
い
く
の
か
。
そ
の

判
断
は
、
ど
の
時
点

で
合
意
が
得
ら
れ
た

と
判
断
を
す
る
の
か
。

本
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

現
在
の
東

図
書
館
を
活
用
す
る

場
合
、
大
規
模
改
修

に
６
億
か
ら
７
億
円

程
度
の
経
費
負
担
が

想
定
さ
れ
、
施
設
の
維
持

管
理
に
は
年
間
５
千
万
円

程
度
の
経
費
が
毎
年
、
永

続
的
に
必
要
と
な
り
、
財

政
・
運
営
面
に
お
い
て
非

効
率
で
あ
る
。
東
図
書
館

の
存
続
を
望
む
声
や
中
央

図
書
館
整
備
に
対
し
て
、

反
対
の
声
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
、
現
在
の
取
り
組
み

や
進
捗
状
況
、
市
と
し
て

の
考
え
を
広
報
誌
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活

用
し
、
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

一
般
質
問

QA

南 　 正 弘
自民党鶴政クラブ議員団

新政クラブ議員団

市
民
の
声
が

届
い
て
い
な
い
現
状
は

市
民
の
声
を
お
聞
き
す
る

広
聴
活
動
に
努
め
る

質
問　

市
政
に
対
し
て

市
民
か
ら
「
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
、
市
役
所

の
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
が
分
か
ら
な
い
」、

「
直
接
、
市
長
に
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
る
け
ど
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
と
言
わ

れ
る
か
ら
分
か
ら
な
い
」、

「
市
長
は
市
民
と
の
対
話

を
望
ん
で
い
る
と
言
わ
れ

る
け
ど
、
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
一
部
の
人
だ
け

で
は
な
い
の
か
」
と
の
意

見
を
多
く
聞
く
。
市
政
な

ん
で
も
相
談
室
の
手
紙
も

あ
る
が
、
ご
存
じ
で
な
い

方
が
多
く
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

平
成
28
年
４
月

に
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

「
市
政
な
ん
で
も
相
談
室
」

に
名
称
変
更
し
、
市
政
に

対
す
る
提
言
や
意
見
を
受

け
付
け
て
い
る
。
提
出
方

法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
無
料
で
郵
送
が
で
き

る
専
用
用
紙
を
市
役
所
や

各
公
民
館
な
ど
22
か
所
に

設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

担
当
部
署
に
直
接
意
見
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か

ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
市
民
の
声
を
お
聞
き

す
る
広
聴
活
動
に
努
め
て

い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

東図書館の廃止・除却は
住民の理解が得られるのか

QA

QA

QA

QA

無料で郵送できる専用用紙

高 橋 秀 策
会派に所属しない議員

医
療
機
能
最
適
化
検
討

会
議
の
開
催
趣
旨
は

医
療
提
供
体
制
の

方
向
性
を
見
い
だ
す
た
め

質
問　

鴨
田
市
長
は
令

和
５
年
２
月
に
就
任
さ
れ
、

す
ぐ
さ
ま
疲
弊
す
る
地
域

医
療
を
何
と
か
し
た
い
と

の
思
い
で
「
持
続
可
能
な

地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

を
立
ち
上
げ
、
看
護
人
材

の
確
保
や
救
急
医
療
、
災

害
時
医
療
な
ど
に
つ
い
て

真
摯
な
議
論
を
さ
れ
て
き

た
。
今
年
度
は
、
公
的
４

病
院
長
、
医
師
会
長
の
ほ

か
、
新
た
に
府
立
医
科
大

学
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
、

舞
鶴
市
地
域
医
療
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
も
加
わ
り

「
舞
鶴
市
医
療
機
能
最
適

化
検
討
会
議
」
が
開
催
さ

れ
た
が
そ
の

開
催
趣
旨
や

検
討
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
市
民

に
ど
の
よ
う

に
報
告
す
る

の
か
を
問
う
。

答
弁

検
討
内
容
は
、

将
来
、
本
市
に
求
め
ら
れ

る
医
療
機
能
の
分
析
と
そ

の
医
療
機
能
の
確
保
策
の

検
討
と
し
て
お
り
、
本
市

の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提

供
体
制
の
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

市
民
に
は
、
各
会
議
の
１

カ
月
後
を
目
途
に
概
要
を

示
し
、
会
議
に
対
す
る
意

見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
節
目
に
お
い
て
、

昨
年
同
様
、
地
域
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
に
、

検
討
状
況
を
直
接
説
明
す

る
機
会
を
設
け
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

前回の地域医療シンポジウムの
案内ポスター

QA

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

14令和6年8月22日

質 般般
一
般QA

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

14令和6年8月22日

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



小 西 洋 一
日本共産党議員団

大
阪
・
関
西
万
博
へ

子
ど
も
の
動
員
は
中
止
を

京
都
府
に
対
し
中
止
を

要
望
す
る
考
え
は
な
い

質
問　

２
０
２
５
年
開

催
の
大
阪
・
関
西
万
博
は
、

産
廃
処
分
場
で
あ
る
夢
洲

が
会
場
で
メ
タ
ン
ガ
ス
の

爆
発
事
故
も
あ
り
、
熱
中

症
の
心
配
な
ど
教
育
的
な

場
所
と
は
言
え
な
い
。
児

童
生
徒
の
安
全
が
確
保
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
動
員
は
直
ち
に
中
止

す
る
よ
う
京
都
府
に
強
く

要
望
す
べ
き
で
は
。

答
弁

大
阪
・
関
西
万

博
は
、
最
新
技
術
や
多
様

な
文
化
、
環
境
問
題
を
学

ぶ
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の

好
奇
心
や
学
習
意
欲
を
高

め
る
ま
た
と
な
い
機
会
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
止
を

要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

全
国
各
地
で
深

刻
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
舞

鶴
の
自
衛
隊
基
地
が
保
有

す
る
泡
消
火
薬
剤
等
を
含

む
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、

そ
の
保
有
量
や
回
収
量
を

明
ら
か
に
し
、
市
へ
の
報

告
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一

種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
含

有
す
る
泡
消
火
薬
剤
等
に

つ
い
て
、
舞
鶴
基
地
で
の

保
有
量
と
処
理
量
は
公
表

さ
れ
て
い
る
。
基
地
内
５

基
の
泡
消
火
設
備
専
用
水

槽
の
水
質
測
定
結
果
で
は
、

暫
定
目
標
値
を
超
過
し
て

い
な
い
と
の
報
告
が
あ
る
。

一
般
質
問

QA

廣 瀬 　 昇
市民クラブ舞鶴議員団

持
続
可
能
な
地
域
医
療
の

確
保
に
努
め
る

質
問　

本
市
に
お
け
る

地
域
医
療
の
在
り
方
と
し

て
、
市
は
「
持
続
可
能
な

地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

を
通
じ
て
、
京
都
府
立
医

科
大
学
や
各
公
的
病
院
法

人
本
部
と
ど
の
よ
う
に
調

整
し
、「
医
療
機
能
最
適

化
検
討
会
議
」
で
、
ど
の

よ
う
な
結
論
を
見
い
だ
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
市

民
に
そ
の
情
報
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
を
問
う
。
ま
た
、

本
市
と
公
的
病
院
が
災
害

時
に
協
力
す
る
た
め
に

締
結
し
た
覚
書
に
基
づ

き
、
今
後
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
か
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

市
長
は
府
立

医
科
大
学
の
学
長
や
各

公
的
病
院
の
幹
部
を
訪

問
し
、
全
面
的
な
協
力

と
必
要
な
デ
ー
タ
の
提

供
に
つ
い
て
も
可
能
な
限

り
協
力
す
る
と
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
将
来
、
本

市
に
求
め
ら
れ
る
医
療
機

能
の
体
制
確
保
の
検
討
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医

療
体
制
の
方
向
性
を
見
い

だ
す
と
と
も
に
、
検
討
状

況
を
市
民
に
直
接
説
明
す

る
予
定
で
持
続
可
能
な
地

域
医
療
の
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
相
互
協

力
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う

有
事
を
想
定
し
た
机
上
訓

練
を
実
施
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

管
理
を

処
理
状
況
報
告
を

受
け
て
い
る

※

QQAA

QA

QA

地域医療を支える大切な医療

小 谷 繁 雄
公明党議員団

伊
佐
津
川
の
浸
水
対
策

工
事
の
進
捗
状
況
は

本
市
の
地
域
医
療
の

取
り
組
み
を
問
う

工
事
の
早
期
完
了
を
目
指
し
、

京
都
府
と
連
携

質
問　

伊
佐
津
川
の
浸

水
対
策
工
事
は
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策

に
採
択
さ
れ
、
河
口
か
ら

大
和
橋
を
経
て
高
砂
橋
ま

で
の
９
０
０
㍍
区
間
で
は
、

河
川
整
備
工
事
が
大
き
く

進
捗
し
た
。
令
和
２
年
に

は
、
左
岸
側
の
河
床
掘
削

の
た
め
の
矢
板
打
設
工
事

が
完
了
し
た
が
、
そ
の
後
、

工
事
が
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
の
工
事
は
、
民
家
が

隣
接
す
る
地
域
で
あ
り
、

大
和
橋
の
橋
脚
部
分
は
、

地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
伊
佐

津
川
の
河
川
整
備
と

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁

令
和
６
年

度
は
、
６
月
か
ら
10

月
末
の
工
期
で
、
大

和
橋
付
近
の
左
岸
側

河
床
掘
削
約
１
８
０

０
立
方
㍍
と
護
床
ブ
ロ
ッ

ク
６
２
０
平
方
㍍
を
設
置

し
、
国
土
強
靭
化
予
算
約

９
千
万
円
で
実
施
予
定
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
は
、

大
和
橋
付
近
の
右
岸
側
河

床
掘
削
と
護
床
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
し
、
令
和
８
年
度

以
降
は
、
大
和
橋
か
ら
高

砂
橋
の
河
床
掘
削
が
完
了

し
た
後
、
左
岸
側
護
岸
工

事
と
高
砂
橋
上
流
の
護
床

工
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
工
事
の
早
期
完
了

を
目
指
し
、
京
都
府
と
連

携
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊佐津川左岸側の工事に着手

QA

発がん性が心配されるPFAS汚染

※ ＰＦＡＳ … 主に炭素とフッ素からできた「有機フッ素化合物」のうち、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル合物を総称して
「PFAS」（ピーファス）と呼び、１万種類以上の物質があるとされています。 「PFAS」は、自然分解されにくく、長期にわたり環境に
残留すると考えられ、漏洩による水環境及び水道水への影響が懸念されている。

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ
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質 般
一
般QA

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



眞 下 弘 明

郷
土
愛
の
理
解
が

深
ま
る
教
育
を

ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
持
つ
心
を
育
む

質
問

日
本
に
誇
り
を

持
て
る
教
育
は
、
国
や
地

域
を
愛
す
る
心
、
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
と
な
る
こ
と

か
ら
、
大
変
重
要
な
こ
と

と
考
え
る
。
ま
た
、
地
域

や
人
に
対
し
て
愛
着
を
持

て
る
こ
と
と
な
り
、
若
者

が
故
郷
に
残
り
、
戻
っ
て

く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
第
７
次
舞
鶴
市

総
合
計
画
・
後
期
実
行
計

画
に
も
「
本
市
が
有
す
る

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
、

郷
土
愛
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。」
と
の
記
載

も
あ
る
中
で
、
市

内
の
学
校
で
は
郷

土
愛
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て

理
解
を
深
め
る
教

育
を
行
っ
て
い
る

の
か
を
問
う
。

答
弁

各
教
科

や
特
別
の
教
科
道

徳
の
時
間
を
活
用

し
て
い
る
。
国
や
郷
土
の

伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、

先
人
の
努
力
を
知
る
こ
と

で
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る

心
を
持
ち
、
よ
り
よ
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
態
度
を

育
て
る
と
と
も
に
、
日
本

の
伝
統
と
文
化
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
教
育
を
進
め

て
い
る
。
地
域
に
対
す
る

理
解
と
愛
着
を
深
め
、
郷

土
愛
の
醸
成
を
図
り
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
心

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
質
問

QA

川 口 孝 文
自民党鶴政クラブ議員団

新政クラブ議員団

市
提
示
の
東
分
館

候
補
施
設
は
決
定
事
項
か

ど
ち
ら
か
と
い
う
も
の
で
は

な
く
現
在
検
討
中

質
問　

市
長
定
例
会
見

を
受
け
て
「
現
東
図
書
館

の
廃
止
・
除
却
、
そ
の
後

の
分
館
設
置
候
補
施
設
と

し
て
ま
な
び
あ
む
ま
た
は

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
」
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
図
書

館
再
編
に
つ
い
て
の
懇
談

会
な
ど
で
も
こ
の
点
が
多

く
議
論
さ
れ
て
い
た
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
候
補
施
設
案
で

あ
っ
て
、
他
の
選
択
肢
も

あ
る
。
こ
の
理
解
で
よ
い

か
。答

弁

東
地
区
の
分
館

は
、
ま
な
び
あ
む
と
商
工

観
光
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設

で
実
現
す
る
た
め
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
２
つ
の
施
設
を

分
館
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。質

問　

市
民
意
見
を
広

く
聞
く
、
理
解
促
進
を
図

る
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い

る
が
、「
意
見
は
聞
き
ま

し
た
」
と
の
感
が
拭
え
な

い
。
今
後
の
中
央
図
書
館

計
画
・
分
館
構
想
の
進
め

方
を
問
う
。

答
弁

図
書
館
再
編
の

内
容
や
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
周
知
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
図
書
館
の
再
編

を
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

郷土愛を育む教育を

QA

QA
今
後
の
計
画
の

進
め
方
は

市
民
と
と
も
に

進
め
て
い
く

QQAA

QA

QA

東分館候補の
商工観光センターとまなびあむ

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

学
校
の
統
合
基
準
と

回
避
に
つ
な
が
る
方
策
は

基
準
は
な
く
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
今
後
行
う

質
問　

学
校
の
統
廃
合

が
全
国
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
文
部
科
学
省
は
適

正
な
小
学
校
規
模
を
１
学

年
２
か
ら
３
ク
ラ
ス
と
し
、

下
回
る
場
合
は
統
合
の
検

討
が
必
要
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
小
学
校
18
校
の

う
ち
10
校
で
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
な
い
。
本
市
に
統

合
を
行
う
基
準
は
あ
る
の

か
。
そ
し
て
、
統
合
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
統
合
回
避
に
向
け

て
学
校
区
の
見
直
し
や
弾

力
的
な
運
用
、
市
内
全

域
か
ら
入
学
で
き
る
小

規
模
特
認
校
制
度
で
児

童
を
増
や
す
取
り
組
み

を
検
討
で
き
な
い
か
。

見
解
を
問
う
。

答
弁

学
校
の
統
合

は
子
ど
も
の
将
来
を
考

え
た
場
合
、
あ
る
一
定

の
児
童
生
徒
数
の
下
で

人
間
関
係
を
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
が
望
ま
し
く
、

複
式
学
級
が
編
成
さ
れ
る

小
規
模
校
の
解
消
が
、
よ

り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
統
合

へ
の
一
律
的
な
基
準
は
な

く
、
検
討
に
つ
い
て
は
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
校
区
の
変
更

や
小
規
模
特
認
校
制
度
に

つ
い
て
は
複
式
学
級
を
安

定
的
に
解
消
さ
せ
、
学
校

規
模
の
適
正
化
に
つ
な
が

る
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

児童数の差が大きすぎることが課題

QA

由
良
川

岡
田

高
野

福
井

中
筋

池
内

余
内

吉
原

明
倫

中
舞
鶴

大
浦

朝
来

志
楽

与
保
呂

倉
梯
第
二

倉
梯

三
笠

新
舞
鶴

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

16令和6年8月22日

質 般般
一
般QA

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

16令和6年8月22日

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



上 野 修 身
自民党鶴政クラブ議員団

北
陸
新
幹
線
・
山
陰
新
幹
線

一
本
化
の
考
え
は

京
都
府
北
部
ル
ー
ト
の

実
現
を
目
指
す

質
問　

２
０
１
４
年
、

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、

日
本
全
土
の
活
力
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
に
「
地
方

創
生
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

日
本
海
側
国
土
軸
の
形
成
、

太
平
洋
側
大
規
模
災
害
に

お
け
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

機
能
確
保
、
地
域
間
経
済

格
差
解
消
、
定
住
人
口
の

増
加
等
に
は
、
早
期
に
北

陸
・
山
陰
新
幹
線
を
つ
な

ぎ
一
本
化
す
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
、
昭
和
48
年
に
策
定

さ
れ
た
山
陰
新
幹
線
基
本

計
画
で
は
、
大
阪
市
を
起

点
に
鳥
取
市
、
松
江
市
付

近
を
経
由
し
、
下
関
市
を

終
点
と
し
て
お
り
、
本
市

を
含
め
、
京
都
府
北
部
を

経
由
し
な
い
計
画
で
あ
る
。

北
陸
・
山
陰
新
幹
線
一
本

化
の
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

北
陸
新
幹
線
と

山
陰
新
幹
線
を
接
続
し
て
、

日
本
海
側
の
重
要
地
域
を

結
び
日
本
海
側
国
土
軸
を

形
成
す
る
こ
と
は
、
新
幹

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
、

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の

連
携
強
化
、
地
方
分
散
型

社
会
の
構
築
に
つ
な
が
り
、

日
本
全
体
の
国
益

に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
。
引
き

続
き
、
京
都
府
北

部
同
盟
会
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
、

山
陰
新
幹
線
整
備

計
画
化
と
京
都
府

北
部
ル
ー
ト
誘
致

実
現
を
目
指
す
。

一
般
質
問

QA

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

市
役
所
や
各
事
業
所
で

検
討
さ
れ
る
と
考
え
る

質
問　

舞
鶴
市
の
各
中

学
校
で
は
、
学
び
と
し
て

市
内
の
状
況
把
握
や
課
題

を
抽
出
し
、
舞
鶴
市
の
Ｐ

Ｒ
動
画
作
成
や
、
ま
ち
を

良
く
す
る
た
め
の
提
案
と

し
て
ま
と
め
、
本
年
は
議

会
学
習
会
で
発
表
も
さ
れ

た
。
今
後
、
提
案
を
事
業

化
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

学
習
の
成
果
と

し
て
優
れ
た
提
案
が
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
う

が
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を

説
明
し
て
い
く
中
で
、
結

果
と
し
て
市
役
所
や
各
事

業
所
で
事
業
化
が
検
討
さ

れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

市
政
運
営
の
中

で
、
事
業
を
行
う
た
め
に

は
財
源
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
税
収
入

の
増
加
を
目
指
す
た
め
に

市
内
企
業
の
発
展
が
重
要

で
あ
る
の
は
、
行
政
も
同

じ
考
え
と
認
識
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
も
含
め
新
た
な

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答
弁

市
内
企
業
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

舞
鶴
商
工
会
議
所
や
金
融

機
関
、
国
、
京
都
府
の
各

種
支
援
機
関
と
連
携
し
た

産
業
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
、
ビ
ジ
ネ
ス

成
長
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
取
り
組
み
、
企
業

誘
致
は
、
情
報
発
信
の
強

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA

QA

QA
企
業
の
新
た
な

取
り
組
み
は

企
業
ニ
ー
ズ
対
応
と

情
報
発
信

QQAA

若浦中学校が
議会学習会で提案発表

水 嶋 一 明
自民党鶴政クラブ議員団

消
防
団
員
確
保
の

取
り
組
み
は

中
学
生
か
ら
の
提
案
を

事
業
化
す
る
考
え
は

消
防
団
と
協
力
し
、

入
団
促
進
に
努
め
る

質
問　

平
成
・
令
和
と

時
代
も
変
革
し
て
い
く
中

で
、
消
防
団
員
数
は
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の

影
響
に
よ
り
、
担
い
手
不

足
等
が
問
題
と
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
将
来
に
渡

り
持
続
可
能
な
組
織
と
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

令
和
５
年
度
に
一
団
制
、

１
団
本
部
、
20
分
団
に
組

織
を
改
正
さ
れ
、
新
た
な

定
員
１
１
０
０
人
の
消
防

団
体
制
と
し
て
ス
タ
ー
ト

さ
れ
た
。
し
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
に
お
い
て
、

運
営
や
人
員
確
保

に
苦
慮
さ
れ
、
中

に
は
、
後
継
者
が

見
つ
か
ら
ず
解
散

さ
れ
て
い
く
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
。

消
防
団
員
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を

問
う
。

答
弁

消
防
団
と
作
成

し
た
入
団
促
進
の
広
報
動

画
、
郵
便
局
の
集
配
車
両

や
バ
イ
ク
に
「
消
防
団
員

募
集
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の
貼

付
に
よ
る
広
報
活
動
に
加

え
、
日
星
高
等
学
校
看
護

科
や
舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際

福
祉
専
門
学
校
な
ど
に
、

引
き
続
き
消
防
団
理
解
促

進
授
業
を
実
施
し
て
い
く
。

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
職
種

の
事
業
所
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
消
防
団
と
協

力
し
、
精
力
的
な
入
団
促

進
に
努
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

地域住民の命と安全を守る消防団

QA

日本海側の一本化に期待

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ
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質 般
一
般QA

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



今 西 克 己

由
良
川
流
域
既
存
ダ
ム

貯
水
量
調
節
の
現
状
は

洪
水
調
整
容
量
を

増
加
し
て
い
る

質
問

由
良
川
中
流
部
、

下
流
部
に
お
い
て
、
水
防

災
、
緊
急
治
水
対
策
が
実

施
さ
れ
、
連
続
堤
防
、
輪

中
堤
が
建
設
さ
れ
た
。
由

良
川
本
川
の
増
水
時
に
遊

水
地
が
減
少
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
流
域
内
に
あ

る
７
つ
の
既
存
ダ
ム
の
有

効
貯
水
量
を
洪
水
調
節
に

最
大
限
活
用
す
る
た
め
、

各
施
設
管
理
者
が
実
施
し

て
い
る
洪
水
調
節
機
能
強

化
の
現
状
を
問
う
。

答
弁

由
良
川
流
域
治

水
対
策
で
氾
濫
を
で
き
る

だ
け
防
ぐ
、
減
ら
す
た
め

の
対
策
と
し
て
、
令
和
２

年
以
降
７
つ
の
ダ
ム
で
事

前
放
流
を
行
う
こ
と
で
、

既
存
の
洪
水
調
整
容
量
２

２
７
０
万
立
方
㍍
に
加
え
、

６
４
０
万
立
方
㍍
の
容
量

を
増
加
し
、
現
在
も
継
続

し
て
下
流
の
治
水
安
全
度

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

質
問

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

が
指
定
管
理
鳥
獣
に
指
定

さ
れ
た
。
今
ま
で
の
よ
う

に
わ
な
に
か
か
っ
て
も
誤

捕
獲
と
な
ら
ず
、
扱
い
も

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と
同
等

に
扱
わ
れ
る
と
理
解
す
る

が
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
捕
獲
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
指
定
管
理
鳥
獣
へ
の

指
定
前
と
同
様
に
、
積
極

的
な
捕
獲
は
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
自民党鶴政クラブ議員団

新政クラブ議員団

ご
み
の
立
ち
番
制
度

廃
止
の
考
え
は

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
す
る

質
問　

東
京
都
小
平
市

で
は
戸
別
収
集
に
よ
り
、

立
ち
番
制
度
が
廃
止
。
各

家
庭
に
資
源
と
ご
み
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
と
分
別
リ

ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
が
配
布
さ

れ
、
ご
み
収
集
日
の
朝
８

時
ま
で
に
玄
関
前
に
出
し

て
お
く
と
、
市
の
収
集
車

が
回
収
し
て
く
れ
る
。
冬

の
寒
い
日
や
夏
の
暑
い
日

の
立
ち
番
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
体
調
を
崩
す
原

因
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
本
市
に
お
い
て
も
立
ち

番
制
度
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
立
ち
番

制
度
廃
止
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

住
民
の
高

齢
化
等
の
理
由
に
よ

り
、
立
ち
番
の
継
続

に
懸
念
を
感
じ
て
い

る
自
治
会
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

負
担
感
が
増
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
立
ち
番
の

任
意
化
に
つ
い
て
は
、
舞

鶴
市
ご
み
処
理
基
本
計
画

に
も
検
討
事
項
と
し
て
明

記
し
て
い
る
が
、
輪
番
に

よ
る
立
ち
番
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
分
別
ル
ー
ル
の

再
確
認
が
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
の
事
象
も
踏
ま
え
、

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

しゅんせつが進む由良川

QA

QA

QA

QA
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

捕
獲
は

積
極
的
な
捕
獲
は

で
き
な
い

QQAA

小平市の各家庭に配布される
ごみ収集カレンダー

尾 関 善 之
自民党鶴政クラブ議員団

ふ
る
さ
と
納
税
の

実
績
は

引
き
揚
げ
の
史
実
の
継
承
・

発
信
等
に
活
用

質
問　

令
和
４
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と

し
て
、
歳
入
で
は
寄
附
件

数
と
寄
附
金
額
、
歳
出
で

は
活
用
実
績
と
地
域
特
産

物
の
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

充
実
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
な

ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
利

用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
委
託
費
、
指
定
納
付
受

託
者
等
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
寄
附
金
の
主
な
活

用
実
績
、
舞
鶴
市
民
が
他

の
自
治
体
に
寄
附
さ
れ
た

寄
附
額
や
税
控
除
額
、

こ
の
税
控
除
額
は
国

か
ら
75
％
の
地
方
交

付
税
と
し
て
補
填
さ

れ
る
が
、
こ
の
額
は

い
く
ら
に
な
る
か
。

答
弁

寄
附
件
数

１
１
０
８
１
件
、
寄

附
金
額
２
億
９
２
９

３
万
４
千
円
。
こ
の

う
ち
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
充
当
に
適
し

た
事
業
費
の
財
源
と
し
て

６
９
３
８
万
円
を
活
用
し
、

引
き
揚
げ
の
史
実
の
継
承

お
よ
び
発
信
な
ど
の
事
業

に
充
当
し
て
い
る
ほ
か
、

中
間
事
業
者
の
委
託
料
が

約
１
億
１
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
運
営
経

費
が
約
３
４
０
０
万
円
と

な
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
の
個
人
住
民
税
の
控
除

額
は
１
億
２
１
８
０
万
円
、

普
通
交
付
税
措
置
額
は
９

１
３
５
万
円
と
な
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

情報発信に活用する
ふるさと納税ポータルサイト

QA
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18令和6年8月22日

質 般般
一
般QA

わ
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18令和6年8月22日

一般質問令和6年6月13日、14日、17日に本会議を開き、24人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



　

令
和
６
年
６
月
定
例
会

に
お
い
て
議
員
発
議
し
、

可
決
し
た
意
見
書
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
再
審
法
改
正
に
向
け
た

速
や
か
な
議
論
を
求
め
る

意
見
書

　

我
が
国
で
は
、
え
ん
罪

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

憲
法
に
お
い
て
多
数
の
刑

事
手
続
関
連
条
項
を
設
け

る
と
と
も
に
、
刑
事
訴
訟

法
等
の
法
律
を
充
実
さ
せ

て
き
た
経
過
が
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
誤
判
が
生

じ
る
お
そ
れ
は
払
拭
で
き

ず
、
誤
判
に
よ
り
生
じ
た

え
ん
罪
被
害
者
は
速
や
か

に
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

え
ん
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
再
審
制
度
に
つ
い
て

は
、
刑
事
訴
訟
法
に
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

再
審
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
ま
れ
で
あ
り
、
ま
た
、

長
い
年
月
を
要
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
え
ん
罪
被
害

者
の
救
済
は
容
易
に
は
進

ん
で
い
な
い
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
刑

事
訴
訟
法
に
再
審
に
関
す

る
規
定
が
わ
ず
か
19
条
し

か
存
在
し
な
い
と
い
う
制

度
上
の
問
題
が
あ
り
、
再

審
請
求
手
続
に
関
す
る
詳

細
な
規
定
が
存
在
し
な
い

た
め
に
、
個
々
の
裁
判
体

の
裁
量
が
あ
ま
り
に
も
大

き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に

重
要
な
課
題
と
し
て
、
①

再
審
請
求
手
続
に
お
い
て

証
拠
開
示
規
定
が
存
在
し

な
い
こ
と
、
②
再
審
開
始

決
定
に
対
す
る
検
察
官
の

不
服
申
立
て
に
よ
り
審
理

が
極
め
て
長
期
化
し
て
い

る
こ
と
、
③
再
審
請
求
手

続
に
お
け
る
手
続
規
定
が

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
請

求
人
の
手
続
保
障
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
再
審
や

え
ん
罪
被
害
に
対
す
る
社

会
の
関
心
も
高
ま
り
、
地

方
議
会
に
お
い
て
も
、
再

審
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
国
に
お
か

れ
て
は
、
え
ん
罪
被
害
者

を
迅
速
に
救
済
す
る
た
め
、

再
審
法
改
正
に
向
け
た
議

論
を
速
や
か
に
行
う
よ
う

強
く
求
め
る
。

意  

見  

書

委
員
会
の
視
察
報
告

　

舞
鶴
市
議
会
の
委
員
会
で

は
、
議
会
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
向
け
て
、
ま
た
、

他
市
の
先
進
地
の
事
例
を
市

政
に
生
か
す
た
め
、
調
査
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
お
よ
び
視
察
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

静
渓
ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
構
造

物
の
撤
去
や
、
軟
弱
地
盤
へ
の
対
応
で
大
幅
な
増
額

と
な
る
変
更
契
約
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
増
額
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
を
中

止
し
、
工
事
請
負
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
工
事
の
出
来
高
払

い
、
原
形
復
旧
に
向
け
た
工
事
、
損
害
賠
償
の
支
払

い
と
い
っ
た
清
算
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

ほ
か
、
一
連
の
経
過
及
び
事
実
関
係
の
検
証
や
、
静

渓
ポ
ン
プ
場
の
計
画
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
期
定
例
会
で
は
、
専
門
委
員
に
よ
る
検

証
を
指
導
検
査
事
務
経
費
で
実
施
す
る
と
の
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
と
し
て
、
静
渓
ポ
ン
プ
場

に
特
化
し
た
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
や
議
論

を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
令
和
６
年
７

月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
静
渓
ポ
ン
プ
場
整
備

に
関
す
る
調
査
等
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

設
置
期
間
は
、
静
渓
ポ
ン
プ
場
整
備
に
関
す
る
調

査
等
が
終
了
す
る
ま
で
と
し
て
お
り
、
損
害
賠
償
の

決
着
や
静
渓
ポ
ン
プ
場
整
備
の
完
了
ま
で
継
続
し
て

活
動
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
長　
　

尾
関　

善
之

副
委
員
長　

今
西　

克
己

委　

員　
　

上
野　

修
身  

・  

小
谷　

繁
雄

　
　
　
　
　
　

小
西　

洋
一  

・  

福
本
明
日
香

　
　
　
　
　
　

山
本
治
兵
衛

❶ 愛知県長久手市
　重層的支援体制整備事業について
❷ 愛知県東海市
　重層的支援体制整備事業について
❸ 東京都立川市
　重層的支援体制整備事業について

福祉健康委員会
令和6年5月15日（水）～17日（金）

❶ 神奈川県藤沢市
ごみの減量・資源化・啓発に関する

　取組について
❷ 宮城県岩沼市
子ども・若者の居場所づくりについて
❸ 栃木県宇都宮市
子ども・若者の居場所づくりについて

市民文教委員会
令和6年5月７日（火）～9日（木）

❶ 宮城県蔵王町
　有害鳥獣の処理について
❷ 静岡県袋井市
　治水対策事業について
❸ 静岡県伊豆市
　有害鳥獣対策事業について

産業建設委員会
令和6年5月15日（水）～1７日（金）

❶ 佐賀県鳥栖市
　消防団の充実強化について
❷ 熊本県八代市
　持続可能な財政運営について
❸ 熊本県荒尾市
　地域防災力の向上について

総務消防委員会
令和6年5月７日（火）～９日（木）

❶ 長野県岡谷市
　政策提言、議会報告会について

❷ 長野県松本市
　議会への住民参画に関連する取組、
　政策提言について

議会運営委員会
令和6年7月11日（木）～12日（金）

静
渓
ポ
ン
プ
場
整
備
に
関
す
る

調
査
等
特
別
委
員
会
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令
和

に
お

可
決
し

と
お
り

▽
再
審

速
や
か

意
見
書

我
が

の
発
生

憲
法

事
手
続

る
と
と 意

意見書・特別委員を設置
委員会視察報告
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議会防災訓練を実施議会防災訓練を実施

9月定例会予定9月定例会予定9月定例会予定9月定例会予定
※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（代表質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会

予算決算委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

9 月
3日（火）
10日（火）
13日（金）
17日（火）
18日（水）
20日（金）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
10 月
2日（水）
9日（水）

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、
手話通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時まで
に「手話通訳・要約筆記申込書」に必要事項を記入の上、
窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約
筆記者が配置できない場合がありますのでご了承の上、
お早めにご相談ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴
してみませんか
議会を傍聴
してみませんか

詳しくはホームページをご覧ください。 舞鶴市議会 検索

　舞鶴市議会では、毎月１回、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」に
議員が出演しています。定例会の報告や市議会の進めている取り組みな
ど、議会に関するいろいろなことをお話ししています。

ＦＭまいづるに

出演しています出演しています出演しています出演しています

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

「定例会の案内、議案紹介、審査報告」
「常任委員会視察報告」
「議会の情報発信の取り組み」
「市民と議会のわがまちトーク」
「防災訓練」「議会学習会」
「議会改革の取組」「舞鶴市総合計画」 など

次回の放送予定や
これまでの放送内容
について詳しくは、
ホームページから
ご覧いただけます。

今後の
放送予定

8月23日（金）
「舞鶴市議会議員研修会」 など

舞鶴市議会の情報発信舞鶴市議会の情報発信
YouTubeとFacebookYouTubeとFacebookYouTubeとFacebook 「マチイロ」アプリ「マチイロ」アプリ「マチイロ」アプリ

放送テーマ

9月27日（金）
「議会における防災訓練」 など放送テーマ

舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

舞鶴市議会
ホームページ

　まいづる市議会だよりは、 舞鶴市議会のホーム
ページやスマートフォン・タブレット用の無料アプリ
「マチイロ」からでもご覧いただけます。
簡単操作でいつでもどこでも読むことができます
ので、ぜひご利用ください。
【利用方法】
● スマートフォンへの「マチイロ」アプリのダウンロー
ドは、 iPhone・iPadをお使いの方は、 AppStore
から、 Androidをお使いの方は、 Google playか
ら行ってください。

【注意事項】
●このアプリ「マチイロ」は、株式会社マチイロが運営し
ています。アプリ導入による情報機器の不具合などに
ついて、舞鶴市議会は、一切責任を負いません。また、
アプリ閲覧中に掲載される広告については、舞鶴市議
会とは一切関係ありません。

●アプリのダウンロードや利用ともに無料ですが、情報
の受信による通信料は利用者負担となります。

舞鶴市議会では、議会の「見える化」を図る方法の一つとして、
「舞鶴市議会公式YouTubeチャンネル」を開設しています。
本会議や委員会のライブ配信・録画配信に加えて、定例会の

概要報告や委員会の活動報告など、舞鶴市議会がどのような
活動をしているかをご理解いただくための動画を配信してい
ますので、是非ご覧ください。

また、「舞鶴市議会公式Facebook」では、議会の活動内容を
随時発信していますので、是非ご覧ください。

　チャンネル登録や「いいね！」もお願いします。

過去の放送内容も

お聴きいただけます。

わ
が
ま
ち
ト
ー
ク

あ
ら
ま
し

委
員
会
審
査

議
案
質
疑

討　

論

動　

議

採
決
結
果

一
般
質
問

意
見
書

特
別
委
員
会

視
察
報
告

定
例
会
予
定

議
会
Ｐ
Ｒ

20令和6年8月22日

　舞鶴市議会では、毎月１回、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」にるにるに
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20令和6年8月22日

ＦＭまいづるに出演紹介
舞鶴市議会の情報発信  YouTubeとFacebook ・ 「マチイロ」アプリ

議会傍聴・９月定例会の予定




